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獅子座 　　　　　　　　1ｬ　星　群 Tempel彗星軌蓮要素 Schiaparelli1　一 （1866D? ?
ク’ i近日黙通過） 11月　10・092 1月　11．160
π　（近日黒横経） 56。　　25．9ノ 58。　　19ノ 600　28．0
Ω　（昇交黒占黄経） 231　　28。2 231　　28 231　　26．1
ガ　（軌道面傾斜） 162　　15．5 163　　14 162　　41．9
9　（近日鮎距離） 0．9873 0．9855 0．976δ
♂　（離心…率） 0，90屋6 0．9047 0．9054
σ　（軌道長牛樫） 10．34 10．3402 10，344
P　（週　　　期） 3325年 33・25年 33・175年
輻　　射　　黒白 α＝盤9。δ＝＋23。1ノ
?
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Le　Verrierの護表した軌道の攣化と現在の軌道
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　　　　　　　　　　　　5．獅子座流星群の軌蓮
　軌道の馬主径はユ0．34天文軍位（一14．65×ユ08km）であり，離心率は0．90
を有ってみる．軌道面の傾斜が163。であることから逆行，蓮動であることが
わかる．掻玉星の太陽からのZド射距離は19．2天文極位であり，流星群軌道
面との傾斜は16Qであるから，天王星及流星群の軌道間の距離は5天文躍位
以下には近づかなV・．
　軌道は流星を包含する閉ぢた圓筒形のrF’心を占むる事となるが，其の切
断面は極端の時合として6，950，000kmの直径を有するであらう．この管厭
の一部に流星の密集した部分があって，與へられた一黒占を通逓するに約三
年を要するものと考へられる．密集したる部分切断面の直径は恐らく
185，000kmにすぎまい，
　以上のべた軌道の歌況から例年の出現徴の少敏なるは稀薄なる圓筒の部
分を通過するによって起り，大流星雨はその濃密なる部分を通過するによ
って起ることを説明し得る・
　　　　　　　　　　6．近年に於ける流星群の出現
　A，1866年一1868年の出現
　天文學者のすべてが待ちに待つた1866年の大流星雨の運脚は愈々11月13
日到期した．此の年は英國の総則者によって最もよく槻測された．極大は
夜警後約一一■時闇にして起つたがGreenwichにては一時より二時までに4860
個日流星を敏へた．（天界94號流星観測法中の圖参照）
　翌1867年には；英國及南阿方面から注意されたにも拘らす流星の著しい出
現は見られなかった．所が北米ではカナダからメキシコにかけて美しV・流
星雨が翻測された．最盛時一時聞の出現撒は一千個以上だとせられたが，
月光の爲め，妨げられて，實激は遙かに多かったものの檬である．
　越えて1868年にも再びアメリカに於てユ867年の時と同程度のV・ちぢるし
い出現が観測された．
　以上三ケ年の記録を通適すれば，著るしいには相異ないが，L雨のふりし
きるが如し「と例へた1799年や1833年の場合よりは可なり劣ったものであ
る・しかしNewtonの謡言は美しくも満足され，科學考にも一般の人々に
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も充分なる満足を與へた事は否み難V・事實である，
　其後，流星天文學の獲達にともなひ，G．　H．　S亡oney，　A．　M，　W．　Doing，
Adams等により流星群の軌道はよく研究され，；次の回蹄1899年を待ちかま
へたのである．
　B．1898年一1903年に於ける出現
　1897年以前は常に注意はせられてるたが，出現はすべて貧弱なものであ
った．1898年の11月14日には全世界を通じてやN多数の流星が見られた
爲め，1899年の回蹄の望をいよいよたしかにしたのである．
　1899年はいよいよ來た．天文學者達はそれぞれの準備怠りなく共の日を
待ち，大小の新聞雑誌は筆をそろへて天界の珍現象をのべた．しかし事實
は回想を裏切って，全世界何れにも著しい出現はなく，失望をあたへたの
みであった。
　学際の極大は1901年11月14日に來た．北米では可成り著しい流星雨が観
測されたが，W．　H．　Pickerin9によれば一時間の出現割合は極大時にあって
225個乃至800個の程度であった．次の1902年は月光と悪天氣の嘗め観測不
充分であったが翌1903年目はやN多激の出現があった．
　1899年に於て大流星雨のあらはれなかった理由については，木星の甚だ
しv・撮動によって軌道の帯化があった事に平してみる。前後の雪年にゃN
著しv・出現のあったのはこの瓢まで軌道の擾齪がなかったのであらう。
　　　　　　　　　　　　7．結　　　　　び
　1903年後の出現は闇米の観測者により絶えず注意せられて來たが，極大
時に於ても通常一時聞野州の程度であった．近年に至りや玉増加の傾向が
あり，特に昨1930年にはアメリカに可域り著しい出現を見たものもあ
り，（Popular　As亡ronomア380，381，382申のMeteor　Note参服），本邦に於け
る丁半結果よりするも，それ以前のものよりは甚だしく多撒であった事が
知れてみる．（天界124號389頁L流星課たより「参照）
　既の流星群の軌道に附して1900年以來の諸遊星の撮動は久しく計算せら
れなかったが，最近A．C．　D．　Crommelin老は畢生の事業としてこれが計
算を試みた．其の事はし天界、前月號に精しく山本教授によって述べられて
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みる．その結果によれば1931年一1933年の回蹄は．地球：及び流皇群の軌道
聞の距離は1899年の時に比し著しく小となる事實から，大流星雨を期待し
得るであらうと述べてみる．ク氏の登表によれば軌道の降交黒占を地球が通
過するは
　　1931年では　　　　11Fj　17．3日（萬國時）
　　1932　．　．　16．55
　　1933　．　．　16．8
　と計算してみる．本邦にては17日及18日を中心として前後数日を注意す
るの要があらう．流星課では特別の準備の下に槻測を行ふ筈であるが，一
般L天界「三者も充分なる注意を彿はれる橡希望する次第である・
　1929年に於ける露國タシユケントの観測にては此流星群の輻射窯の移動
が検出されてみる様であるが，未だ充分のものではない・出現期間は比較
的に短かく輻射瓢のひろがりも可成りあるので，移動を観測せんが爲には，
微光流星観測者の奮圖を願ひたV・．
　とまれ，33年に一度といふ天文二上の珍現象を見落さざる桧，二二の奮
起をうながして二品する次第である．（1931，9，26）
天文爲眞エ・・ガキ
　　　　　　　　　　　（一組金参拾鐵　嘉言共）
　先きにヰルソン山天文毫から逡られた幻燈版をコロタ1プ印刷にしまし
た．十i”M一一一組でお分けします．御希望の方は本部へ
○太陽コロナ　○アンドロメ大星雲　　○猛犬座星雲　　　○土星
○太陽爲眞と分光太陽篇眞　　　　　　○キリン座渦歌星雲○ハレー彗i星
○オリオン大星雲　○月（月齢十日）　○ヘルクレス星團
　　　　　　　會員諸氏に訴ふ！！
　本會の健全なる登淫のため，是非，各員が一名つつの（或は
其れ以上の）新面謁を御勘誘ありたし．
　會員，申込書，天界見本が御入用ならばいくらでも進呈します・
　　　　　　　　天　文　同　好　會
